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札幌市立体育館に於ける婦人スポーツサークル活動
その 1 現状とその背景
後 藤 俊
はじめに
伸びる所得，短くなる労働時間，家庭電化による家事労働からの余暇，そして，マイカ
ーブームに支えられて，余暇時間の過し方はますます多様化し，行動的になってくる。
余暇時間の過し方は，経済成長に伴う最近の国民生活の変化の中で，最も目立つものだ
が，その内容は、ゴロ寝、の時聞が3分の lを占めるなどまだ貧しし、。またプール，公園
運動場，野球場，テニスコート，バレーボールコ トー ，など河川敷地内にまで建設はして
いるものの足りないばかりか，居住地から遠く，国民は気軽に余暇時聞をスポーツで楽し
めないのが現状である。
ところが，国民生活審議会（調査部会部長 青山秀夫京大教授〕昭和43年10月9日発表
した 「余暇問題の現状と将来の方向」としづ報告書の中で，今後数年間で，都市化が進んで
社会の緊張が高まるとともに，国民のレジャーへの欲求は，ますます切実なものとなり，
レジャーの内容も多様化し，大型化していくであろうというのである。
その中で，特に注目しなければならないのは，スポーツをする人が，現在の4倍になる
ということである。それは昭和60年には，ほとんど週5日労働となろうが，昭和50年頃に
は隔週休日制になり，余暇時間は労働時間より長くなるというのである。
しかし，このようにレジャーが盛んになるにつれ，自然に逆らい，エチケットに背く者
が多くなることは，余暇時間にスポーツを楽しみ，健康に生きょうとする者にとっては悲
しいことである。
即ち，鋭いエッヂ、を付けたカミナリスキーヤー， 山小屋を薪にしてしまう登山グルー プ，
無法ハンター， 山岳気象の知識すらないリ ー夕、へ 準備体操もしないで海に飛び込む海水
浴客等々，しかし，考えてみれば，あわれなレジャー族と言うことが出来ょうが，放置し
ておいてよいことではない。
ゆりかごから墓場までを社会体育の対象とするソビエッ トより 司さらにその対象を拡げ
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我国では 「全ての国民」といっているが， 「体力っくり国民会議」によると，胎児（始産
婦）から死ぬまでを体力っく りの対象にしているのである，従来妊産婦の健康については，
あまり関心がはらわれなかったが，丈夫な子供を育てるには，胎児からはじめなければな
らない，そのためには家庭婦人の余暇時間のスポーツを正しく理解し，正しい方向を見い
出し，指導する任務が体育指導者にあるのではないか，オリンピック選手の強化のみが体
育指導者の名誉ではないはずである。
家庭婦人のスポーツへの理解が高まることによって，白からの若さを保つと共に子供に
正しい余暇時間のスポーツを幼少の時より理解させることができるし，あわれなレジャー
族といわれる者も生れなく なる，それも家庭のみではなく， 学校， 職場，グループリー夕、
一等の協カによって余暇の過し方を話し合い，技術，マナーを教え，子供に豊かなふくヴ
みを加え，健康で未来に正しく生きる人間の在り方を教えなければならないことは言うま
でもなし、。
このよ うな意味で，この報告は，社会体育の領域は広く数限りないが，その中の家庭婦
人のスポーツの一端をと らえ，現在どのよ うな婦人によって行われているかを，生活環境
よりまとめ第一報として報告したい。
調査の目的
札幌市立体育館で行なわれている，婦人スポーツサークル活動に参加している婦人は，
どのような生活背影をもっているかを調査し，それによって，家庭婦人スポーツの現状の
一端を分析して，今後の課題を検討することを目的とした。
調査の対象
札幌市立体育館婦人スポーツサークル会員登録者中昭和43年11月5日参加95名， 11月8
日参加の者で，5日に欠席した者35名の内7名の合計102名。
調査の方法
11月5日参加の者95名に対しては，質問紙を配布しその場で回収した。11月8日の35名
に対しては，質問紙を配布し，後日郵送を願い7名分が回収出来たので合計 102名を集計
した。
会員の年齢構成，主人の職業分類の概況については，会員登録者全員 （昭和43年11月現
在〉の申込書について集計したものである。
結果と考察
全国的に，公共の体育館の建設は， 国民体育大会の開催，オリンピックの開催，又，世
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界的或は全日本選手権大会等が聞かれる毎に行なわれているが，その後の使用状況は，ス
ポ ツーセンター が， 興行センターであったり，見本市，プロスポーツのレス リング，キッ
クボクシング， 相撲等で使用され，アマチュアスポーツ団体であっても思う ように使用出
来ないことが多くあるが．この中にあって，国立競技場を始めとし，全国に於いても数少
ない， 公共の体育館利用の婦人スポーツを自分達の手で自主的に運営している，札幌市立
体育館の婦人スポーツサークルについての概況をまず述べよう。
この体育館では，毎週2回火曜日と金曜日に婦人スポーツサークルを開き，参加する婦
人の中より幹事を決め運営に当っている。
昭和43年10月未現在で，スポーツサークルに登録されている婦人が 537名でその会員の
年齢構成は表1の如くである。
第1表 会員の年齢構成
年 齢l人員 ｜年 齢｜人 員l年 齢｜人 員 ｜年 齢［人員
21 2 31 27 41 20 51 
22 3 32 31 42 17 52 2 
23 4 33 50 43 11 53 
24 34 54 44 5 54 
25 2 35 54 45 6 55 
26 8 36 54 46 5 63 
27 8 37 35 47 4 無 記入 14 
28 7 38 38 48 2 
29 1 39 18 49 2 
30 21 40 24 50 。メ口'- 百十 537 
この表を見ると，一番多い年齢は，33才から36才で.30才代 382名と72%を示し.40代
96名， 20代46名となっている。
この点よりみると．若さを取り もどそうとし、う気持ちと，子供が大体大きくなって来た
時代，経済的な安定とし寸意味もあり， 第2表 会員の主人の職業分類
一番スポーツを楽しむことが出来る年
齢という ことが出来る。それにしても
50代に於いて，なおスポーツをという
ことは，喜ばしいことである。
次に，その主なる収入源である主人
の職業を見ると表2の如く である。
この表をみると，会社員が一番多く
21%を示し，次いで公務員の20.6%と
なっている。その内容は，地方公務員
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高校） 29，大学教官12名となっている。次に国鉄職員が多いのは， 鉄道官舎が， 体育館よ
り近距離にあることが最大の原因と考えられる。
次に，開催内容と参加者を見ると第3表の如くになる。
第3表昭和43年度の開催内容と参加人員 44. 3. 19 
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（札幌市立体育館調べ）
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1日の出席者の平均は， 88.03名となる。最も多い 日は， 11月29日の卓球，パレーボー
ルの日で，次いで， 6月4日のノ〈トミントン，フォークダンスである。 11月29日は二期が
入って来たので多く， 100名を越える日が，開催日数56日に対して， 20日となっている。
各期に於いては司第三期の 1月より 3月が出席状況が悪く，冬は除雪も伴い外出すること
が，来客であるとか，学年未などで‘無理な様子が現われている。
次に，第1期生の（昭和43年5月に登録された者） 10月までの出席状況を見ると.42回
実施の中に分類すると第4表の如くに仕る。
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第4表 出席状況の百分率
0～ 20%出席した者 125名
21～ 40% ク 48名
41～ 60% イシ 28名
61～ 80% 。 17名
81～100% イシ 3名
1回も参加しなかった者17名. 10%に満たなかった者72名の合計243名であった。これを
見ると登録をしてあっても，なかなか思うように出席が出来ないことが判る。では，どう
して出席でないのかと言うことを見ると．次の如く体育館の調査で判明している。
ここで，問題としなければならないことは，出かけ
るのが面倒であると言う項目であろう。結極は，女性
同志惑い合うと言うのが一番，出かけるきっかけにな
るようである。
次に，体育館を中心とした出席状況を分布図に示す
と，次の如くになる。
分類は，。 20%出席した者 0 
21 40% // ① 
41 60% // R 
61 70% ’F ① 
81 ～ 100% ノγ ＠ 
第1図を見ると半経1kmから 2kmの距離に分布が多く ，
第5表
多忙なため
病気のため
忘れてしまう
出かけるのが面倒
一人ではずかしい
その他
????????
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半経3km , 4 km , 5 kmに従って
交通の便利な所が多くなっている。
特に市外，江別市の大麻団地よりの参加者がー名と，ひばり丘団地，元町団地，琴似地
区よりの参加者もみられるが，麻生団地，真駒内団地よりの参加者が殆んど見られないの
は体育館が遠すぎるためと，団地内の学校中心のPT A母体の体育関係行事が多いことも
原因しているようである。
体育館建設は，周辺の団地に必要なことは確かであると共に実現するために，努力をし
てほしいことは言うまでもなし、。だが高速軌道の建設と豊平川堤防め高速道路の建設でこ
の分布図は変るであろう。
次に，現状は，どうであろうか，と言うことを見ると，まず，婦人スポーツサークルを
第B表 スポーツサークノレを知ったもの 知ったのは，と言う質問に対して，
市の広報 9 市立体育館 4 第6表の如く になる。
新 開 41 小学校 PTA 2 次にスポーツサークルの会員とな
友 人 33 社 会見 学 2 った動機に就て第7表の項目で順位
近隣の人 9 メ口込 計 102 
を述べたと ころ次の通りであった。
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第7表 婦人スポーツサー クノレに入った動機
調査項目 4 I国立%1市 立%
運動不足がちなので 40 28 2 23.83 29 
スポーツが好きだから 47 18 16.02 27 
身体が弱し、ので丈夫になりたい 4 2 2.34 う
各種のスポーツができるから 9 14 13. 28 8 
自由時聞を有効にしたいため う 12 7 5.47 
HEりすぎなので少しでもやせたい 5 8 1 2 14.06 5 
やせているので肥りたい 2 4 1. 56 2 
若々しさを保ちたい 3 9 13.67 1 
友人がほしい 0.39 
人にすすめられて 5. 86 12 
スポー ツを理解したい 2. 73 
その他 0. 78 
調査人員合計 102 I s3 i 57 1 11 I ???? 264 
※表中横の欄にある 1,2, 3は選択順位を示し， 国立とあるのは， 東京都の国立競技場の
女性スポーツ教室の調査による，市立とあるのは，札幌市立体育館で，44年3月19日に郵
便回答によって調査したもので，いずれも参考とした。
この表を見ると，婦人スポーツサ クールに入った動機で，第 1順位に選んだものは， 47
名のスポーツが好きだからとい う項目が一番多く ，次いで運動不足だからの40名が，これ
に次いでいることが解る。これは，国立競技場で‘行われている状況とよく 似ている，札幌
市立体育館で全期間終了後行った調査結果とも同じ傾向を示してし、る。 第2順位第3順位
に於いて，各種目のスポーツができるからと言うことで入っている者が9名，14名といる
がこれもスポーツが好きであると言うことが前提となっている。ここで注目したいことは，
第1順位での選択は5名と少ないが，第 2I原位で12名，第3順位で7名が選択している自
由時聞を有効にしたいためと言うことだろう。
これは，家庭の電化， 生活の合理化がますます進み，主婦にも余暇時聞が多くなり ，P
T Aや婦人会などの地域単位の集団に参加する機会が多くなってきている現状を見ると婦
人にと って一種の社交場である訳であるが， それが，ただの社交集団で、はなく，現在では
集団を構成している一人一人の要求や必要を満たすための活動に高めよ うとい う目的集団
に発展する傾向がある。
今後ますますこのような傾向が高まってくると．社会体育行政，社会体育施設．社会体
育指導者の受け入れる方法に万全を期さなければならないの
余暇時間の善用の中でも，旅行がブームを呼んでいる現状を見ると，旅行業者のルート
に乗って．個人の要望を無視されたセッ トコースを利用してL、るが， 余暇時間のスポーツ
は，このようには出来ないが，体力診断テス トで．体力診断をして，カルテをつくり． そ
の体力に合った指導を綿密にすべきである。
次に表7を見ると.』巴りすぎなのでやせたいとか．若々しさを保ちたいと言うのは．
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美しくありたし、ことを願う女性の姿であろう。利用交通機関第B表
どのような交通機関を利用しているかを見る体育館まで，員
と第8表の如くになる。
国道12号線の最も交通の頻繁なところと言うこ体育館が，
国鉄バス．市営パスの停留所がすぐ前にあること かとと，
ら，パスの利用が一番多く ，電車利用の者は，300m,SOOm 
??
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?
? ?
?
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?
?
?
?
?
???
利用交通機関
転
家用
??
????
の距離を歩くことになる。 徒歩の者が16名とそれに反して白
、ンク
家用車で来る者が5名となっている。スポーツを行う前のウ
102 計メミ口
それに自動交通の混雑，自転車などがよいと思うが，ォーミングアップを考えるならば，
当市にとっては考えられないようであるし，危険なのであろう。
次に体育館に来るまで、の所要時聞を見ると第
9表の如くである。
この表を見ると最大所要時間は60分で・30分前
一番の要因と交通の便利さが．後が一番多く，
なっている。 このようなことを考えると婦人ス
ポーツサークルに参加したいが遠いと言う こと
体育館に来るまでの所要時間
Z豆竺巴｜一七三！~~空竺竺。～10分 I 10 I 
1 1～ 20分 I 22 ' 
21～ 30分 I 45 
31～ 40分 1 17 
41～ 50分 I 6 
51～ 60分 I 2 
車の台数の方が多い，
第9表
?? ?
?
?
??
であるならば，所要時聞を30分～40分で可能な
その点のみ範囲の体育館建設が必要であろう ，
16 計三L口
西， 南，北，地域に各一箇所の体育館が必要当市には少なくとも，東，を考えるならば，
であろう。
第10表 家族構成
l世帯数 ｜本調査九i国 立%｜本 道引全 国%
（失銃〉 2人 I 6 I 5.s 1 15.6 I 13.7 ! 11.3 
に 1子3人 I 24 I 23.4 '! 24.4 I 19.4 I 18.3 
Y に2子4人 I 44 I 43. 1 !I 46. 4 I 24. 1 I 22. 5 
に 3子5人 1 13 I 12. 7 I, 11. o i 16. 1 : 16. 3 
タに4子6人 l 1 I a. 8 i! 2. 5 I 10. o 1 1 o. 6
に5子7人 I 1 I 0. 8 I i , I I 
I I .I I : 5. 7 I ; 6.0 
その 他 i 13 ! 12. 7 I I I I l 
※横の欄の世帯数は，回答数である。国立とあるのは，国立競技場の女性スポーツ教室，本道と
あるのは，道民生活白書昭42年度版による。全国とあるのは，全国の人員別世帯構成国民生活
白書昭42年企画庁による。
数成構
その他には，夫婦に子供2人と祖父の5人家族がl，夫婦に子供1人と祖母の4人家族
がl，夫婦，に子供2人と祖母の5人家族が7，夫婦に子供2人と祖父母の6人家族が2,
となって夫婦に子供3人祖母の6人家族がl司夫婦に子供3人と祖父母の7人家族が1' 
その縮図と考えてよい。いる。全国，北海道の生活白書と比較しても，
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第11表末子の年齢
末子の年齢 人員と内訳
0歳～ 5歳
1同伴 6(1)
i幼稚園 15
6歳～ 12歳 52 
13歳 ～ 16歳 16 
17歳～ 19歳 3 
20 以上 4 
子供がし、ない 6 
メ口ミゐ 五十 102 
第12表 参加者の年齢別
別 7 
71 
70 
61 
60 
50 
40 
30 
10 ?
??? ?
?，．
?10 
????
又，家族構成の中で一番年令の低いものを見ると第
11表の如くである。
一番心配されるのが， 子供が居るために参加出来な
いことと，子供を誰が見ているかと言うことから調査
を試みたが，結果は子供が歩行が出来て，一人で遊ぶ
ことが出来る 3才以上の母親が参加している。又，小
学校入学前の子供が問題となるが，これについては，
幼稚園に入っている家庭が15，体育館に母親と同伴で
来る入園前の幼児が5名で，表に示す （1）中のもの
は，祖母が，お守りをしているとい う結果
が出ている。
?
? ?
??
? ?
? ?
?
?
?
? ?
36 
??????
人与il10代 泊
代
初代 日it
これが，東京都の国立競技場の女性スポ
ーツ教室では， 専任の保母が世話をしてい
る現状を見るとうらやま しい限りで ある
し，そのことが出来るともっと参加者も士訴
えると考えられる。
参加者の年令別を見ると次のようになる
※東京国立競技場女性スポーツ教室の
平均年令は， 36.07才札幌市立体育
館の平均年令は，3δ.79才である。
主人の職業を見ると次のようになる。
これを見ると，札幌に於いては，大差は
第14表 参加者の住宅環境
住宅の種類｜実 数｜ % 
第13表 参加者の主人の職業
てて京寸-i I佐「？
区別 ＼＼、1 5 1 11 I 
公務員 I 12. 9 I 12. o I 9. 5 
会社員 I 37. 7 I 35. 2 I 52. 3 
自 営 I 5. 8 I 5. 8 I 9. 5 
会社役員 1 6. 3 I 6. 9 I 13. 4 
その他 7. 3 i 8. o I 15. 3 
※札幌5は，43年日月に調査したもの
札幌11は，43年11月に調査したもの
国立は， 東京の国立競技場の女性ス
ポー ツサー クノレで、調査したもの
40lt 
?
?
?
???
?
? ??
?
?
?
?
?
????
44 43.2 
1. 9 
1. 9 
2 
2 
23.5 
25 ; 
3 I 
分譲 A p I 1 I i. o 
合計 （ 102 i 附
24.5 
3.0 
ないが，札幌と国立競技を比較すると，産業構造の違いが，はっきり と現われている。
次に生活環境について述べてみようn 住宅については，次のよ うな結果がけiたので、以下
に示すと。
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住宅については，自宅が一番多く，次いで社宅，公宅の順となっている。
自宅の内訳を職業で分析してみると，公務員の17，会社員15，建築業3，自営3，教員
2，各種学校1，銀行I，不明 2，これを見ると会社員の36人中の15，公務員32人中17人
ということから住宅環境に安定していると言うことが出来ょう。これに社宅，公宅を含め
ると実に 102名中， 8名のみが賃貸住宅に入っているだけであった。 30代より自分の持家
とし、う世相に合致している。
次に収入状況を見ると次の如くになっている。 第15表参加者の収入状況
中層以上の所得のところが多く， 4分位， 5分位の高所
得に該当する者もいることは以外であった。経済的な余裕
が生活の余裕をも生み出すのであろう。
参考に， 全国勤労者世帯42年平均1ヶ月当り世帯主定期
収入平均は， 52,276円，第l分位31,667円，第2分位43,163 
円， 第3分位51,005円，第4分位58,894円，第5分位76,652
円で，前年41年の伸び率は平均11.4%. これと同様に43年
に於いても，ベースアップ等を考慮に入れると， これだけ
の伸びる率があると考えられる。
月 収 ｜実
3 ～ 4万円
4 ～ 5万円
5 ～ 6万円
6 ～ 8万円
8 ～ 10万円
10 ～ 15万円
15 ～ 20万円
20 万円以上
記入なし
l口』
以上のようなことを考えながら，耐久消費財について考えてみよう。
第16表 主要耐久消費財の普及率
数
3 
13 
20 
29 
14 
12 
3 
2 
6 
102 
員同？！テレビ｜ステレオ｜カメラ I匠ッ引冷蔵庫 l洗濯機 ｜掃除機 I!.}f I 自動車 I T＼~ん
本調査 1 111. 7 1 50. 9 I 91. 1 I 70. 5 1 93. 1 I 94. 1 1 91. 1 1 66. 6 I 29. 4 1 73. 5 
全 国 96.4 24. 1 77. 6 84.8 53.8 21. 0 13. 1 15.9 
北海道 97.8 20.5 52.9 16.3 56.2 85.0 59.3 16.3 7.2 10.5 
第l分位 101. 5 17.5 46.8 38.8 30.8 75.3 33.5 13.3 1. 6 9.1 
第2分位 100.8 17.9 61. 2 52.5 47.9 84.0 58.6 4.6 17.8 
第3分位 105.3 25.5 74.5 54.8 56. 7 85.9 66.2 23.6 5.0 25.5 
第4分位 104.2 28. 1 82.5 67.3 59. 7 91. 3 68. 1 26.2 6.9 29.6 
第5分位 115.2 34.2 98.5 79.8 66.9 93.2 80.6 29. 7 9.5 36.5 
分位平均 105. 4 24.6 72. 7 58.6 52.4 85.9 61. 4 22. 1 5.5 23. 7 
※本調査以外は，国民生活白書昭和42年版経済企画庁 「消費者動向予測調査」による。昭和43年
2月末日現在。
※北海道以下の欄は，道民生活白書昭和42年版 「主要耐久消費財調査」 「5分位主要耐久消費財
所有調査」道企画部調査による。昭和41年12月31日現在。
この結果‘表中のテレビの欄には，本調査に於いて，カラーテレビを持つ家庭が18.6% 
~示 しているし ， ピアノ ，オルガンの欄では，ピアノのみで27. 4%を示している。
また．電話の普及率は， 50%を示し，実に2軒に 1台の電話器を所有している。
次に. 5分｛立表と照し合せながら述べていこう。 テレビ普及率は，第1分位より既に，
l家に 1台のテレビ所有をしており， 2台目のテレビの普及も急速な進歩を示し，カラー
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テレビを2台目にという商戦が図に当っているようである。本調査の結果は，第4分位と
第5分位の聞に位置し，高所得者層にある。
ステレオの所街については，第5分位以上の所有がみられ，ステレオの静かなブームの
位論に合致している。
カメラについては， 8ミリカメラ．スティールカメラを含めて91.1%の普及を見ること
が出来どの家庭にもカメラが有ると言ってもよいだろう。
応接セットについては， 70.5%の普及が見られるが，居住の関係上所有出来ない家庭も
あるが，これも高所得に属する所有が見られる。
冷蔵庫，洗濯機，掃除機については守メーカーの売り込みもさることながら，全国平均
以上の所有を見せ家庭の必需品と言っても過言ではないだろう。
食堂セットについては，居住条件と，洋風和風の好みで変って来るが，第5分位以上の
普及を見せている。
自動車〔1自家用乗用車〕については，近来にない販売実績を各メーカーとも示してい
るが，それを裏書きする以上の所有をしているのには，驚かされた。これも，参加してい
る婦人達の家庭は，第15表でも解るように所得に於いて中．高所得に属していることが解
るの
ピアノ，オルガンについても．ピアノの所有率が， 27.4%となっていて 各分位から言
うと．ピアノのみを考えても，第4分位，第5分位に価する。
これまでに，居住環境を主に述べて来たがここで少し方向を変えて，参加している奥様
方の御主人は一体どのように協力をしてくれているのかを述べてみよう。
この調査に関しては，第17表の通り ，無関心13名，と余
り賛成できない 1の外は．賛成の意向が多く，ただ記入な
しが22とあるのが気になるのだが， 第19表のどんなスポー
ツをするか， と言う調査の中にも記入なしが25名あるのと
大体一致するし， 余~臨時間をどのように過すかの第18表の
中で， 世帯更がスポーツをする者が， 1. 1 %vこしかならな
いことを考えても， ゴロ寝をしながらテレビ，ラジオに耳
をかたむけ， 或いは．読書をするということであるようで
ある。
第四表の中で，都市，農村共に主婦が， スポーツをする
第17表主人の批判
区 ,'ijl 
主人が大賛成
2.賛 成
3. 進めてくれる
4. 協 力 的
5. うらやましい
7. 余り賛成しない
8.記入なし
メ口斗 計
数
17 
33 
9 
5 
2 
13 
22 
102 
と言うのが0%を示してはいるが，時代を振り返えると，福沢諭吉は「女は内をつかさど
る」 「女は優美をたつとぶうえから学問すればとて男の書生のようにさしでがましくすべ
きでなし、」と女子の特性をときながら 「男子も女子もともに自由平等の人間で、あり ，学問
も体育も男女ひとしく学ぶべきである」と男女の平等を言っている。
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第18表 余暇時間の過ごし方
区分 l 都 市｜農 村
項目 ＼＼～一、一世帯主 %i主 婦%［主 帯主克了王ー←←王子安
読
ラジオ ・テレビ
碁・将棋・マージャン
ゴロ寝 ・休息
飲 酒
庭いじり・日曜大工
映画
音楽・観 劇
競馬 ・競輪
散歩
旅行
スポーツを見に行く
スポー ツをする
写真 ・趣味
買物・訪 問
雑 談
その 他
??
???
，??
??
??
???
??
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?????
． ． ．
．
． ． ． ． ． ?
，，?
?
?
?
?
??
?
?
?
????
??
?
???
?
??
?
? ?
『
?29. 7 
90.0 
0.4 
17.9 
0.2 
2.4 
5. 1 
1. 5 
15.9 
78.2 
0.4 
23.6 
0. I 
23.5 
88. 1 
7.3 
44. 1 
7.9 
8.3 
1. 0 
8.2 
0.6 
1. 3 
o. 1
o. 1
0 
8.0 
32.3 
45.0 
10.3 
。0.9 
1. 7 
11. 3 
52. 7 
25.9 
2.6 
40. 7 
58.2 
37.8 
※経済企画庁調査昭和42年度。
時代の変遷と共に各時代女性の在り方が，言われてきたが，第二次大戦後の教育改革と
共に体育の中に見られる 「女性」の拘束は取り去られ，家庭の主婦においても数年前から
家庭耐久消費財の導入や，生活意識の向上によ って，主婦にも余蝦時聞が生れてきて，P
T Aを始めとして，婦人団体など地域単位の集団活動に参加する機会が多くなってきてい
る。
それをスポーツにみるな加£家庭婦人の隆盛は目 ざましいものがあり， 中でも東京オ
リンピッ クの落し子「ママさんノくレーボール」は，ス トレス解消に役立つし，女性の生命
、若さ、を取り戻せるとなかなかの好評で，東京では，東京都家庭婦人バレーボール連盟
が発足し，現在73チームが登録されている。
このママさんノ〈レーボールの発生の地と言われる広島県安古市では，全国に先がけ県大
会を昭和36年に行なっているほどで，それから全国に広がり， 農村バレーボールのおかげ
で嫁と姑の仲が良くなった例であるとか，東京赤羽団地のママさんチームなど数多くある
が，昭和43年春にはメキシコ女子、 レーボールチームが来日した際には前座試合をするま
でに発展している。
しかし選手の固定化と，エ リー ト化が問題となり，本来の意味が薄らいできているこ
ともあるようである。
また．他のスポーツを見ると，スイミングクラブ，美容体操 ，スケー トク ラブ，スキー
クラブ，ゴルフク ラフ．テニス，ハ トミン トン，卓球と各種目にわたっている。
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??
????
?
?
? ?
?
?
?????
?
?
?
???
?
? ???
?
?
?
?
??
?
?
? ?
?
????
?
?
?
?
?，?
?
??
?
っ?
???
?
?
?
?
? ?
?
?
? ?
??
??
??
?
?
?
｜
｜｜
?
?
?
??
???
?
???
? ?
??
??、
?
?
???
???
???
?
主人がする久ポーツ第19表ママさんスポー社会体育の担い手，
数
??〈
凶程凶程教育ママ転ツがますます盛んになり，
???
?
?
『
?
ょ っ
?
道
上
出現してこそ，
青少年の体力づくりが根をおろすので
ある。
じてスポーツママが，
どんな
第四表
野球 （キャチ
参加者の御主人達は，
スポーツをするのであろうか，
ソフトを見てみると，
次に，
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プロ野球
プロボ夕、／ング
プロレス
キックボクシγグ
相 it
サッカ ー
バレーポーノレ
コ ノレ フ
パスケットボー ノレ
水 泳
テニス
次いで，地域
の特性でスキーが多くなってい
る。
ボールを含む〉が多く，
テレビとか，実際にスでは，
どうかと言ポーツを見るのは，
うと，第20表に示す如くである。
プロスポーツが隆盛の時代の
プロ野球が一番多く ，中でも，
古くからプロスポーツとしてあ
った相撲が少くなっているのは
それに時代の変遷であろうし，
などが見られ変ってプロレス，
東京オリンサッカー，アマチュアスポーツでは，今クローズアップされてきた．‘てし、る。
ピックメキシコオリンピックで活躍したノミレーボールと人気がある。
これを選択の順位で表わすと次のようになる。
4 位 15 位 ｜ 市立 44.3
： % I 15 % I 17  
I 16 Jb 
I 8 % 
自分が一番したいスポーツ
｛立
???
?
??
??
? 、
?
?
?』 っ
?
??
?
???
3 
?
??????????
次に本人はどうであろうか，
2 
????
?
? ?
?
?
??
?
?
?
?
第21表
位
卓 球
ノミドミント ン
パレーボーノレ
体 操
パスケットボーノレ
テニ ス
コ’ ノレ フ
スキ
スケ
では，
% 
% 
5 
3 ト
※市立44.3とあるのは，札幌市立体育館自体で調査したものである。
調整ができるものが好まれているようにこれについては， 運動量が自由に自分自身で．
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も見えるし，高校女子の体育に人気のある種目に偏重しているようで，第l位の選択，第
2位の選択の仕方を見て も解る。
次に，各家庭にある運動用具を調査してみたところ，次のような結果が見られた。
第22表 参加者の家庭の運動具所有状況
% ｜主人のため ｜自分のため
野 球 用 具 56 54. 1 (9〕
卓 球 ノ、 ツ ト 29 28.4 ( I〕
庭球ラケツ ト 17 16.6 (3〕
卓 球 i口品 3 2. 7 
バレーボーノレ 26 25.4 
ド ッチボーノレ 14 13. 7 
サッカーボーノレ 10 9.8 
ソ フトボーノレ 21 20.5 ( 1〕
ス キ 93 91. 1 (6) 
ス ケ ト 48 47.5 〔2〕
ノξドミントンラケット 74 73.5 
J又t当乙 山 制t 21 20.5 (1) 
士主. ノレ フ 用 7日て 17 16.6 (17) 
鉄 棒 5 4.9 
と び な わ 72 70.5 〔l〕
エキスパンダー 23 22.3 (3) 
:," ン J、d, ノレ 。 。
インドアベック 0.9 
ア 1ノ イ 0.9 
※野球用具の多くは，グロー プ2箇と，ボー ノレが最低で，ボーノレl箇とか，
ツト l：本は数に入れなかった。
。
12 
6 
5 。。
10 
10 
1 
2 。
8 
。。。
この表を見ると，家庭にある運動用具では，野球用具の54.1%が一番多い，しかも父親
のためというものが8家庭のみで，子供のため，子供と父親のためと言うのが多い。
次に，スキーの91.1%. スケートの47.5%は．本道の地域の特殊性からで，主婦自身で
も自分専用のスキー，スケー卜を約10%の人達が持っていることは喜ばしいことである。
くトミントンラケットの73.5%は手軽るにできるということと．費用が安く，路上でも，
！廷でもどこでも出来るということであろうし，主婦自身専用のラケットを持っていること
から見ても理解できょう ，それと同じく卓球のノミットについても同じことが言える。
バレーボールの25.4%，で自分専用のもの4.75%となっている，ゴルフの用具は主人の
ためにと言うのが多く自分の専用と答えたのは2人のみであった。次に，とびなわでは自
分の専用にと言う者が8人おり， 一番経済的な運動で手軽にできるところが所有率の高さ
を示している。
アメリ力では，郊外に邸宅を持ち，庭にプールがあるのと比較すると，情けないが， 卓
球台を家庭で持っているのが3家庭あったのは，現在の住宅事情より考え予測できなかっ
たことである。
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第23表 家族で行なっているスポーツ この表は‘家庭で計画的に行ってい
種 目｜実数｜種 目 ｜実数 るスポーツを調査したのであるが，第
キャッチボー ノレ
パド ミン トン 9 
ス キ 20 
ハイキング 3 
登 山 10 
泳 6 
ボーリング 2 
歩 く
パレー ボー ノレ
T ス
洋 弓
なわとび
ラジオ体操
卓 球
スケー ト
2 
2 
22表の用具の割に家族でと言うことに
なると， キャッチボールは少ない，こ
れは男の子同志とか，父親と男の子と
言う現象であろう。即ち，友人とする
ことが多いことであろう。ラ ジオ体操
も予測に反し少ない， これは夏休み等
には，広く行われているが，その時期
を除くと余り見られなく ，小学生のみが行っているのが現状である。国民健康っくり協会
は，次の三つを提唱している， 「だれでもできる体操」 「健康体操は老若男女を問わず，
だれでもできる体操で生活の中に体操をとり入りましょう」 「1日10分，体操をやりま し
ょう」のキャチフレーズがどこへ行ったのかと疑問になるのである。
ハイキング，登山．スキーは，家族で行うレクリエーションには適しているようであ り
他に比較して多く，いわゆる夏は，海水浴，ハイ キング，登山，冬は，スキーという こと
は．騒音を逃れ，煤煙を逃れて自然にしたしむことが，都市に生活する者にとって一つの
楽しみであるしまた，冬季の戸外活動は，日光浴を自分より進んで行う北欧の民族と比
較して少ない，市民にとって非常によいことである。
パ トミントンについては，狭い空地で，しかも他人に危険が少ないということで， 早朝
の一時に，夕食前にと言う風景がよ くみられる。
この調査で期待に反したのは，歩く運動である。東京オリンピック終了後，国民の運動
不足を補うため「日本万歩クラブ」 「日本歩け歩け運動協会」などが中心となって，この
運動を展開しており，体力っくり国民会議においても，これを体力っく り国民運動の行事
として，とりあげているにも拘わらず，少なかったことで，歩行運動の効果はL、うまでも
第24表 日帰りの行楽，レクリ エー ション内容
日帰りの行楽，レク リエーション内容
ピクニッタ，ハイキング，サイクリング，ドライブ，花見，きのこ狩り，もみじ狩り
海水浴，水泳，ポー ト，ヨッ ト
公園，遊園地，動物園，植物園などへ行く
温泉，保養所へ行く
都会見物，名所旧跡，風景を見る
社寺へお参りする
釣
野球，ソフトボ ノーレ，バレー ポー ノレ，テニス，ゴノレブ，などスポーツをする
登山
スキー ，スケート
（総理府調べ）
行ったこと
がある
2う%
23 % 
23 % 
18 % 
16 % 
13 % 
6 % 
う%
4 % 
3 % 
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ないが．施設や用具のないものにも，どこでも， いつでもできるこの歩行運動は，全ての
国民に推奨できる身体活動であるのでもっと普及してもよいのではないか。
第24表の如くに戸外のレクリエーションが盛んになるにつれて，特に次のことが問題と
なってくる。
海水浴については，海岸の汚染がはなはだしくなり，都市周辺の海岸を海水浴のために
確保することが必要で、あるし、また，スキーへの志向は特に都市の青少年に強く 見られ，
週未などにおけるスキー場の混雑は，はなはだしくスキーによる傷害も増加し，スキーヤ
ーのマナーが問題になってくる。
野外活動の普及． 奨励にあたって，これに伴う事故防止
に特別な配慮が必要で． 野外活動は教育的に高く評価され
ているが，本道の場合は，特に海辺の施設が特に地域的な
遅れがある，それに我国では， とくにスポーツ施設が少な
く，野外活動へ志向せざるを得ないである。
これについてほ， 102名中56名の者が， 中学校時代か，
高校時代に選手をした経験があると言うことで，女子が行
うスポーツの殆んど全部を占めている，大会の大小はある
が全国大会（国体等〕に出場している者．企業内全国大会
から．全道高校選手権等に渡っている。 ここで第6表に現
第25表 参加者の選手の経験
種 目 ｜実数
体操I 2 
卓球I 1 
ソフト I 3 
陸 上 ！ 8 
ア ス 7 
ノミドミン トン 3 
ノミレー ボ ノーレ 12 
バスケッ トボ ノーレ ｜ 3 
硬式テニス ｜
水泳 2 
スキー 3 
われたスポーツが好きだからと言うものの裏づけがあろ こ一一_!i_一一
合計 J 56 
う。 一一一一一一一 一
では．参加者の生活時間の中でも特に睡眠時間に関して述べよう。
NH K放送世論調査では． 国民の平均の睡眠時間は，
平日 8時間，日曜8時間30分で‘ある。 平日の朝は， 午前
6時までに約半数が起床し 午前7時までに90%が起床
する。男女別では女子の方が早く， 年令は高いほど早く
起床する。
平円の夜は， 午後10時までに55%が就寝し， 午後11時
までに83%が就寝するという結果が出ている。
第26表を見ると，調査対象61とあるがこれは，生活時
間調査表で，記入の粗雑なもの，あいまいなものを除レ
たもので， 102名中よ り記入の仕方で61名分を選び出し
たものである。
第26表 平日とスポー ツサ－ '7 
ノレのある日の睡眠時間の比較
｜ ［スポー ツl睡時眠間 平 日 サークノレ % 
の日
5.30 1. 6 
6.00 2 2 6.4 
6.30 8 5 20.8 
7.00 7 9 25.6 
7.30 11 16 43.2 
8.00 22 18 64.0 
8.30 5 7 19.2 
9.00 3 8.0 
9.30 2 6.4 
ここでは，第26表，第27表．第28表と総合して，考えてみよ う。
第26表を見ると，64%の者が睡眠時間8時を取っているが，5時間30分とか6時間とか
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があり，これは，国鉄職員，新聞社，放送 第27表 参加者の就寝時間
に多くa，職業上の生活の違いから来るもの ｜平 日 （スポー ツサー
｜ ！ ノレの日
である。
平日とスポーツサークルのある日を比較
してみると，スポーツサークルのある日に
は睡眠時聞が短い傾向を示していることが
解る。
では睡眠時間の平均を比較してみると，
平日の睡眠時聞は， 7時間37分22秒で，ス
ポーツサークルのある日では， 7時間35分
25秒と平均に於いて短くなっている。
また，何時に就寝して，何時に起床する
かを見ると，第27表，第28表から考えてみ
ようoNH K調査では，午後10時までに55
%が就寝するとしづ結果が出ているが，本
調査では，平日で午後10時までに就寝する
午後 9.00
9.30 
10. 00 
10. 30 
1. 00 
1. 30 
12.00 
1 I !. 6 
2 I 3. 2 
8 I 13. O 
9 I 14. 5 
30 I 49. O 
2 I 3. 2 
9 I 14. 5 
61 I 100% 
????
?
?
???
???
?
?
?
?
???
?
??
?
???
?
?
??
?
??
??
?
ょっ??
?
第28表参加者の起床時間
｜平 日 I；；バサー
午前 5.3J
6.00 
6.30 
7.。
7.30 
5 8.3 6 I 10. 0 
16 I 25. 9 
20 I 3. 2 
16 I 25. 9 
3 I 5. O 
61 I 100% 
者は， 17.8%，スポーツサークルのある日は.27. 7%といずれも少なく，午後11寺まで就
寝する者は，平日で， 81.3%.スポーツサークルのある日では86.9%と早く寝る傾向が出
ている。
13 I 21. 1 
22 I 36. O 
18 I 29. 0 
3 I 5. O 
61 I 100% 
また起床するl時刻を見てみよう。 NH K調査では，午前6時までは．半数が起床し，午
前7時までには， 90%が起床するとあるが本調査では，午前6時までに起床する者は，平
日で29.4タムスポーツサークルのある日は， 35.9%が起床している，また午前7時までに
王子日で95.0%，スポーツサークルのある日で， 95.0%と同率を示している。
平日も，スポーツサークルのある日のいずもの残り 5%は実数にして3名であるが，双
方とも，同じ人達で，職業と家庭の事から早く起きる必要がないものであった。これを見
ても解るようにスポーツサークルのある日には，早く起きて，早く寝る傾向があることが
伺える。
ここで考えてみるとNH K調査のものと就寝時間．起床時間共に相当に違いがある，そ
の点についていうならば， NH Kの調査は司対象年令が広く主婦のみに限っていない点，
それから調査期日が違うことを挙げなければならない，特に本調査が行われたのは， 11月
ということで一つの目安にはなるが．厳密な意味では比較にはならない。
そこで，睡眠について研究されている．東大医用電子研神施設長（元労働科学研究所）
の大島氏の言を紙上より取りとげてみよう。
平均サラリーマンは夜11時から12時の聞に 「さて寝るとするか」となる。これを労働科
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学研究所で3年間に510人を調べた結果がそうなっている，その睡眠内容を見ると，1950
年は500分， 1960年には480分，最近では460分とほぼ10年間に20分きざみに短くなってい
る，もちろん通勤圏は広がってはいることを忘れてはいけない。
では．どのくらL、眠るかと
いうと，いつも英雄ナポレオ
ンが引き合いに出される，2
時間だとか，3時間だ とか
、本当と しても，彼は居眠り
年
第29表睡眠の標準時間
齢 ｜睡眠時間 ｜ 年 齢 ｜睡眠時間
生後1～ 6ヶ月 I15～16 
7～ 12ヶ月 ｜ 13 
l～ 12歳 I 12 
3歳 I 11.5 
の名手だったに違いないと、 4歳
5～ 6歳
大島氏は言っている，同氏は，
100余りの事業所の労働者について調べた結果は，
準である。
ではここで，睡眠の標準時聞を示してみよ う。
この第29表と第26表を見ると，81時間の睡眠時聞をとっている者は，平日， スポーツサ
1 
10.5 
7～ 9歳
10～ 12歳
13～ 14歳
15～ 50歳
51～60歳
61～以上
???
?
??
?
?
?
?
平均8時間と出ているこれが成人の標
ークルの日を合わせ64%,7時間30分の睡眠をとっている者は43.2%，それに7時間の睡
眠をとっている者が，25.6% 6時間30分の者が20.8%, 8時30分とっている者が19.2%, 
となっていることから考えると標準時とい う者が一番多いことが解る。
では，ここでスポーツサー クル活 第30表 参加者の時間の転用
動のためにどんな時聞を転用するか 育用する家事の ｜参加者｜転用する家事の ｜参加者容の%内 容の%
をみると次のような結果がでてきた 洗濯 の時 間 14. 7 自 由 時間 6.6 
即ら， 第30表に示す如くである。 洗濯とテレビ 12.8 新聞とテ レビ 8.4 
洗濯と 掃除 16.3 編物を する 4.8 
この表より見ると洗濯をしたり新 洗濯と新聞を読む 3.3 稽古 ごと 3.2 
聞を読んだりする時間を午後に廻し 掃除を短縮する 4.8 和裁をする 4.8 
たり，朝早く起きて，短い時間で処
掃除と新聞を読む 18. 7 洋裁 をする 1. 6 
理をするという ことであった，同じよ うに，洗濯と掃除の時間であるとか，洗濯の時間，
洗濯とテ レビを見る時間とい うのが多い，洗濯と主婦は切っても切れない関係がある し．
第16表の耐久消費材の普及率でも見られたように洗濯機の普及は高所得者を上廻っている
ことから考えても，洗濯機を動かしながらテレヒー を見たり，新聞を読んだり，掃除をした
りということが当り前になっている。 洗濯機の普及しだした昭和30年頃には．機械が動い
ている聞なにもせずにじっと機械を見つめていたことを考えると，家事合理化の主役にも
なっている。
では，このように行なって来た，婦人スポーツサー クルは，どのように効果があったの
か，昭和44年3月に会員264名よ りまとめた札幌市立体育館の集計から拾ってみると，次
のこ とが言える。スポーツを見に行く ようになったというよ り，自分でするということが
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第31表 あなたのスポーツに対する関心の変化について
項 目 市 立 国 立
スポー ツに対する理解が変った 9 
別に変らなし、 21 24.86 
家族問でのスポーツの話題が多くなった 20 26. 13 
スポーツ番組に関心が深くなった（テレビ，ラジオ，新聞） 17 22.07 
スポーツを見に行くようになった 2 2. 7 
スポーツを行うようになった 19 1. 26 
練習会で行なったものを家でも実施する 8 22.52 
その他 4 
※市立とあるのは，札幌市立体育館，国立とあるのは国立競技場のものであるc
多くなって来ていることが解る，また別にスポーツに対しての関心が変らないのは，最初
からスポー ツが好きな者であろう。
次に．あなたが，スポーツサー クルに入ってから，スポーツに対する精神面，身体面等
においてどのような変化がありま したか。という質問に対しては次のよ うな結果が出て来
ている。
第32表 参加者の身体面， 精神面の変化
｜市 叫｜ 1市
立Z－ 
体重が減った ストレスが解消される 15 
体重が増した 2 仕事が楽になった
体がしまったよ うに感ずる 7 階段の昇降が楽になった 3 
全体が細くなった （脂肪がとれた） 1 掃除が楽になった
体が柔らかくなった 7 日常の動作軽くできるようになった う
体の調子がよい 21 日常生活が明かるくなった 9 
よく眠れるようになった 4 友人ができた 10 
食事がおいしい 11 その他 2 
これを見ると司体の調子がよいというのが一番多く ，ス トレス解消とか，食事がおいし
いなどの健康増進に気分的にでもなっていることは確かであるし，また，社会性では，日
常生活が明るく なった，友人ができたとい うのが多いことが解り，日常生活に多大の貢献
をしていることは確かである。
体重が減った，体がしま った感じがする，全体が細くなったなどという ことについては
国立競技場で実測したデーターはあるが，次回に廻すことにする。
?
と め
1. スポーツサークルに参加する年代は，30代と40代が多いが，20代から50代という広
L、年代層を考えなければならない， この点を考えただけで、も指導者は．健康診断， 運動機
能等について正 しく理解していなければいけない。
また.1回の平均出席数が88名であるし．これからますます盛んになる傾向を示してレ
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ることから考えても，指導者の数．クラス別（運動能力別，年令別〉などを研究する必要
がある。
2. 毎回参加というのは，全体の15%位であるため，指導に関しでも，計画の立て方に
むずかしさがあり， 1月に4回で50%出席する者が多いことからも， 2回に1回欠席しで
もよいような計画が必要であろうし，その反面系統的な指導をするのに困難な点を考慮し
なければならない。
3. 体育館の位置と交通の点を見ると，体育館の数は，東，西，南，北，に一つづつあ
ることが，このサークルをよ り以上に発展させるためと，青少年の社会体育の面よ り考え
ても必要である。
4. 家族構成の調査から，就学後と通園をしている子供を持つ者が多いが，これからも
っとも考えなければならないことは，同伴する子供のことであろう。
現在，体育館には，その子供達のために何にも考えられていないことである。バレーボ
ール，バスケットボールに熱中している母親達をうらやましそうな目で見ながら，お菓子
を食べていることと，大きなボーノレを使うスポーツなどでは危険な場面が多くある。この
点を考えても，母親は，母親で，子供は子供のスポーツをということが今後研究されなけ
ればならないし，また是非行ってこそ．幼児の体力っくりが同時に行えることが，一つの
ねらいでなければならない。
5. 住宅環境は，貧しい者はなく．狭いながらも我家を持つ者が殆んで，一応は安定し
ているし，家計を見てもそのことが言える，また，耐久消費材の普及状況から見ても，中
高所得者で，家事の合理化というより，生活が合理化されている人達という集りであると
いうことである。
6. 主人の協力状態は，非常に好意的で，また，スポーツにも理解があるし，自分も し
たいなどと．今後の社会体育を考えるに，家族ぐるみのスポーツが到来する時期も，もう
すぐであるような傾向があるし，ただレジャーを，目的もなく過すのではなく ，健康に少
しでも役に立つとい うことを目的にする家族が多くなってくるであろう，そこで，受け入
る体制を，指導者，行政体が一体となって研究する必要がある。
ただEに，民間の施設にまかせることは，各々の分野から考えても好ま しいことではな
い，そのような点より見ると，屋内の施設が足りない現状と，都会の繁雑な生活から逃れ
て自然野外のスポーツが多く家族で行なわれている点を考えても．休日より参加出来ない
主人よりも，子供のためを考えるならば．主婦に正しいスポーツ理解が必要となってくる
のである。
最後に，睡眠の時聞を多少なりと も減らして， 婦人スポーツサークルに参加したレ気持
を理解すると．どんなに毎日の生活が充実してくることか，今後大いに発展することを祈
りたし、。
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この調査に当って， 国立競技場の宮林尚寿氏， 札幌市立体育館の御協力と特に内田新作
氏，浜谷一夫氏の御協力に心から御礼を申し上げると共に， 婦人スポーツサークルの会員
の各位にも衷心より御礼を申し上げます。
なおこの調査の幅を広げると共に，第二報としては，意識的にどんな効果があった／ハを
実際の計測より裏付してみたい。
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